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平成２９年度全国学力・学習状況調査の結果・分析と今後の取組みについて 

平成２９年１２月 

大紀町教育委員会 

 

本年４月１８日に小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に実施された

「全国学力・学習状況調査」の結果が、８月２８日に文部科学省から公表され

ました。 

結果の概要について、本町の児童生徒の学力の定着状況、学習状況、生活習

慣等の分析結果や今後の取組みを以下のとおりまとめました。 

なお、「全国学力・学習状況調査」は、義務教育の機会均等とその水準の維

持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育

施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒

への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる目的で実施されています。  

さらに、そのような取組みを通じて、教育に関する継続的な検証改善サイク

ルを確立することが目的とされています。しかしながら、調査により測定でき

るのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面です。この

ことを十分考慮しつつ、今後の本町の教育の一層の充実を図ってまいります。 

なお、この調査の平均正答率等（町・学校別）の数値については、「国の要

領に基づいて実施していること」「過度な競争や序列化につながる恐れがある

こと」「数字が一人歩きし、本来の目的が失われる恐れがあること」等から公

表はしておりません。但し、生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査につい

ては、数値を公表いたしております。 

参加校（小学校４校：４７名、中学校２校：６０名） 

 

１ 分析方法 

（１）教科に関する調査 

 ・「設問別調査結果」及び「設問別（解答類型）調査結果」をもとに分析 

 ・本町の児童生徒に課題が顕著にみられる設問を選択 

 ・本町の児童生徒の無解答率の高い設問を選択 

  ＜強み＞平均正答率８５ポイント以上かつ全国及び県の平均正答率より 

高い 

＜弱み＞平均正答率５０ポイント未満又は無解答率１０ポイント以上 
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※ 強み・弱みについては、上記基準を原則とし、各教科（Ａ・Ｂ）の 

正答率の状況により、その基準値を変動した。  

（２）児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査 

     ・「みえの学力向上県民運動」における指標に関連する項目を選択 

※ 小学校及び中学校の質問紙回答の割合を平均して算出 

 

２ 本町の特徴 

（１）教科に関する調査 

  ・中学校の国語Ｂを除き、小学校、中学校とも正答率が全国平均を下回っ

ている。全国平均との差について昨年度の状況と比較すると、小学校は全

ての教科で大きくなったが、中学校については全教科縮まっている。 

・小学校の国語Ａ・算数Ａとも無解答率が低い傾向にある。中学校におい

ては、昨年度に比べて改善傾向にある。 

・小学校、中学校とも、算数・数学の正答率は、Ａ問題は高い傾向にある

が、Ｂ問題については低い傾向にある。 

・国語の領域「書くこと」については、小学校Ａにおいて正答率が低い傾

向にあるが、小学校Ｂ、中学校においては、全国や県の正答率より上回る

結果もある。 

（２）学校質問紙調査 

・小学校では国語の学習において補充的・発展的な学習を、中学校では数

学の学習において少人数による指導を行っていると回答している学校の

割合は高い傾向にある。 

 ・小学校、中学校ともに、相互に授業研究を行なうなど合同で研修したり、

全国学力・学習状況調査の成果や課題について共有したりしていると回答

している学校の割合は低い傾向にある。 

（３）児童生徒質問紙調査 

・基本的生活習慣や規範意識については、全国や県の平均よりも高い傾向

にある。 

・「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところにつ

いて、分かるまで教えてくれる」と回答している児童生徒の割合は高い傾

向にある。 

・「今住んでいる地域の行事に参加している」と回答している児童生徒の割

合は高い傾向にある。また、「地域社会などでボランティア活動に参加し

たことがある」と回答した割合は、全国や県平均よりも大きく上回ってい

る。 

・平日のテレビやスマホ等の使用については、「１日当たり３時間以上使用

している」と回答した割合は、全国や県の平均よりも高い傾向にある。 

・平日の学習時間については、「１日当たり１時間以上勉強している」と回
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答している割合は、全国、県平均より下回っている。 

・「将来の夢や目標を持っている」「学習したことが役に立つ」と回答して

いる割合が、全国、県に比べると低い傾向にある。 
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１ 教科に関する調査の分析結果 

（１）本町における特徴的な傾向 

 

＜小学校国語Ａ＞ 

○強み 

・問題４一 ：平均正答率  87.2％（三重県 81.7％、全国 79.4％） 

       無解答率   0.0％（三重県  0.4％、全国  0.5％） 

   俳句の情景について考えたこととして適切なものを選択することに

ついては、相当数の児童ができています。 

・問題５イ ：平均正答率  87.2％（三重県 81.6％、全国 83.6％） 

       無解答率   0.0％（三重県  0.9％、全国  1.0％） 

   ことわざの使い方の例として適切なものを選択することについては、

相当数の児童ができています。 

・問題７（５）：平均正答率  85.1％（三重県 75.7％、全国 76.8％） 

   ｢箱がおいてあります｣の漢字を正しく書くことについては、相当数

の児童ができています。 

 

  ○弱み 

 ・問題２二 ：平均正答率   27.7％（三重県 42.2％、全国 41.5％） 

手紙の構成を理解し、後付けを書くことに課題があります。 

（参考）関連する問題：Ｈ24Ｂ１三 

       この正答率は 23.6％であり、「手紙の後付けに必要な、日付、

署名、宛名をそれぞれ適切な位置に書くこと」に課題があ

ると指摘しています。 

依然として課題があると考えられます。 

・問題７（１）：平均正答率  25.5％（三重県 37.0％、全国 42.0％） 

   ｢参加たいしょう｣の漢字を正しく書くことに課題があります。 

 

＜小学校国語Ｂ＞ 

○強み 

・問題１一 ：平均正答率  76.6％（三重県 75.5％、全国 77.2％） 

無解答率   0.0％（三重県  0.2％、全国   0.5％） 

動画を見る目的を捉えることを通して、目的や意図に応じ、適切な
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言葉遣いで話すことについては、相当数の児童ができています。 

・問題２二 ：平均正答率  72.3％（三重県 69.9％、全国 70.9％） 

無解答率   0.0％（三重県  3.3％、全国   3.2％） 

目的や意図に応じて、引用して書くことについては、相当数の児童

ができています。 

 

○弱み 

・問題１三 ：平均正答率 44.7％（三重県 48.8％、全国 48.4％） 

目的や意図に応じて、話の構成や内容を工夫し、場に応じた適切な

言葉づかいで自分の考えを話すことに課題があります。 

・問題２三 ：平均正答率 29.8％（三重県 32.8％、全国 33.0％） 

  目的や意図に応じて、必要な内容を整理して書くことに課題があり

ます。 

・問題３二 ：平均正答率 17.0％（三重県 26.7％、全国 28.0％） 

  自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えること

に課題があります。  

  本設問は、「きつねの写真」を読んだあとの話し合いにおけるア・イ

の発言の意図として、適切なものをそれぞれ選択するものですが、誤

答である解答類型３の反応率は 48.9％で、この中には、【話し合いの様

子の一部】の中の原さんの発言であるア「どこからそう思うの」とい

う一文のみに着目し、その前後の田中さんの発言と結び付けて捉える

ことができなかった児童もいたと考えられます。また、原さんのア「ど

こからそう思うの」という発言には、相手の考えの基となる叙述を明

らかにしようとする意図があることを捉えることができなかった児童

もいたと考えられます。   

・問題３三 ：平均正答率 44.7％（三重県 43.2％、全国 43.7％）  

     無解答率   21.3％（三重県 20.0％、全国  19.4％） 

  物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えを

まとめることに課題があります。 

本設問は、「きつねの写真」から取り上げた言葉や文を基に、松ぞう

じいさんととび吉がきつねだと考えたわけをまとめて書くものです。

誤答である解答類型５の反応率は 29.8％で、これは、根拠となる叙述

を取り上げることはできているものの、その叙述を基にして松ぞうじ

いさんやとび吉がきつねであると考えたわけについて書くことができ
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ていないものです。 

また、無解答率が高いことにも着目していく必要があります。与え

られた条件に即して、自分の考えを書くことに粘り強く取り組むこと

ができなかった児童もいると考えられます。 

 

■全体の傾向から見られる課題への対応 

① 目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書く指導の充実 

   〇目的や意図に応じて、取材の内容や方法を工夫し、書く事柄を収集し

た上で、その中から、具体的な事実と自分の感想、意見とを区別しなが

ら必要な内容を整理して書くことができるように指導することが大切で

す。 

    

② 物語を読んで感想を伝え合い、自分の考えを広げたり深めたりする指

導の充実 

   〇自分の考えが、どの叙述に基づいているか、自分の経験などとどう結

び付いているのかを明らかにしながら伝え合い、一人ひとりの感じ方に

違いがあることに気付くことができるように指導することが大切です。

そのために、「どこからそう思うの」と質問したり、相手の考えを聴いた

うえで、自分の理解が正しいかどうかを確かめるために、「○○さんの言

いたいことはそういうことなの」と質問したりするなど、互いに補完し

合うことによって、自分の考えを広げたり深めたりすることができるよ

うに指導することが考えられます。 

    

③ 物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをま

とめる指導の充実 

   〇一つの場面の叙述だけを対象とするにとどまらず、複数の場面の叙述

を相互に関係付けながら読むことができるように指導することが大切で

す。具体的には、物語全体を見通すことができるようなワークシートを

用いたり、感想を記入したカードやノートを活用したりしながら、どの

叙述に着目したかを明確にすることができるように指導することが考え

られます。 

   〇高学年においては、場面の展開に沿って読みながら、登場人物の相互

関係や心情、場面についての描写などを捉え、優れた叙述について自分

の考えをまとめることができるように指導することが大切です。具体的
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には、象徴性や暗示性の高い表現や内容、メッセージや題材を強く意識

させる表現や内容など、感動やユーモア、安らぎなどを生み出す優れた

叙述に着目して読むことができるように指導することが考えられます。 

さらに、「叙述を基にしてどう考えたのか」を交流することで、それぞれ

の考えが自分の体験や読書経験に基づいていたり、他の叙述と関係付け

られていたりすることに気付くことができるように指導することも大切

です。 

 

＜小学校算数Ａ＞ 

 ○強み 

   多くの問題（15 問中 12 問）で無解答率が 0％になっています。最後まで

あきらめずに取り組む姿勢が見られます。 

 

・問題１（１）：平均正答率 97.9％（三重県 96.8％、全国 96.9％） 

具体的な問題場面において乗法で表すことができる二つの数量の関係

については相当数の児童が理解できています。 

・問題２（１）：平均正答率  93.6％（三重県 85.4％、全国 85.2％） 

整数の乗法の計算をすることについては、相当数の児童ができていま 

す。 

・問題８：   平均正答率  87.2％（三重県 81.5％、全国 83.6％） 

未知の数量を表す□を用いて、問題場面を除法の式に表すことについ

ては、相当数の児童ができています。 

・問題９（１）：平均正答率  93.6％（三重県 89.0％、全国 88.0％） 

資料を二次元表に分類整理することについては、相当数の児童ができ

ています。 

 

＜小学校算数Ｂ＞ 

○弱み 

・問題１（３）：平均正答率  21.3％（三重県 37.2％、全国 38.6％） 

        無解答率  38.3％（三重県 14.4％、全国 14.9％） 

問題に示された二つの数量の関係を一般化して捉え、そのきまりを記 

述することに課題があります。 

・問題２（１）：平均正答率  40.4％（三重県 40.6％、全国 40.4％） 

        無解答率  12.8％（三重県 7.1％、全国 6.4％） 

料金の差を求めるために、示された資料から必要な数値を選び、その

求め方と答えを記述することに課題があります。 
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・問題２（２）：平均正答率  29.8％（三重県 24.9％、全国 27.4％） 

直線の数とその間の数の関係に着目して、示された方法を問題場面に

適用することに課題があります。 

・問題３（２）：平均正答率  25.5％（三重県 23.3％、全国 26.1％） 

無解答率  14.9％（三重県 16.9％、全国 12.7％） 

仮の平均を用いた考えを解釈し、示された数値を基準とした場合の平 

均の求め方を記述することに課題があります。 

・問題４（１）：平均正答率  31.9％（三重県 39.7％、全国 39.8％） 

無解答率  10.6％（三重県 4.8％、全国 4.8％） 

示された式の中の数の意味を、表と関連付けながら正しく解釈し、そ

れを記述することに課題があります。 

・問題４（２）：平均正答率  27.7％（三重県 27.0％、全国 29.3％） 

割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶことに課題がありま

す。 

・問題５（２）：平均正答率  8.5％（三重県 10.9％、全国 13.2％） 

 身近なものに置き換えた基準量と割合を基に、比較量を判断し、その 

判断の理由を記述することに課題があります。 解答類型２（8.5％）、 

６（31.9％）の児童は、正答の番号を選択できていますが、その判断理 

由を言葉や式を用いて正しく記述することができていません。また、比 

較量と基準量を正しく捉えることができていない解答類型８（34.0％） 

の割合も多くなっています。 

 

■全体の傾向から見られる課題への対応 

① 数量の関係を言葉や式を用いて一般化して表現する学習の充実 

○数量の関係を言葉や式を用いて一般化して表現することが、自分の考

えを相手にわかりやすく説明したり伝え合ったりする上で有用であると、

児童が実感できるような学習活動を行うことが大切です。 

  ② 日常生活の問題の解決のために、情報の中から条件に合うものを選択 

し、数学的に処理する学習の充実 

   ○日常生活の問題の解決のために、様々な情報を収集した上で、条件に

合うものを選択し、数学的に処理する学習活動を取り入れることが大切

です。 

  ③ 日常生活の問題の解決のために、示された方法を問題場面に適用する 

学習の充実 

○日常生活の事象を数学的に解釈するためには、身近なものや図等に置
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き換えて、言葉や数、式と対応させながら、問題を解決した過程や考え

た根拠を数学的に表現することができるようにすることが大切です。 

④ 日常生活の問題の解決のために、工夫してデータを処理するよさを実 

感することができるようにする指導の充実 

○飛び離れた数値や予想外の数値があった場合に、場面や状況によって

は、目的に応じた平均を求めることができるようにすることが大切です。

また、平均がおよそどのくらいになるのかを見積もったり、能率的に処

理するために工夫して計算したりすることで、測定値の平均を工夫して

求めるよさを実感できるようにすることが大切です。 

⑤ 分類整理した資料を目的に応じて二次元表に作り直す活動を通して、

二次元表の理解を深める学習の充実 

 ○日常生活の問題の解決のために、目的を明確にし、その目的に応じて

資料を集めて分類整理したり、それを表やグラフなどに分かりやすく表

現したり、特徴を調べたり、読み取ったりする学習活動を行うことが大

切です。 

⑥ 様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて、適切なグラフを選択で

きる活動の充実 

○問題を解決するために、目的に合った適切な表やグラフを選択し表し

たり、読み取ったり、グラフどうしを関連付けて解釈したりするなど、

目的に応じて表やグラフを活用する学習活動を行うことが大切です。 

⑦ 身近なものに置き換えたときの基準量・比較量・割合の関係を的確に

捉え、判断の理由を数学的に表現する学習の充実 

○日常生活の事象を、割合を活用して数学的に解釈するためには、数量

の関係を身近なものや図等に置き換えて捉える学習活動が大切です。 

○判断した理由や問題を解決した過程を数学的に表現する学習活動を取

り入れることが大切です。 

 

＜中学校国語Ａ＞ 

○強み 

 ・問題３一   ：平均正答率 86.7％（三重県 85.6％、全国 86.0％） 

  書いた文章を読み返し、語句の使い方を工夫して書くことについて

は、相当数の生徒ができています。 

 ・問題３二   ：平均正答率 88.3％（三重県 82.0％、全国 84.3％） 

          無解答率     0％（三重県  0.2％、全国 0.2％） 
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      書いた文章についての助言を基に、自分の表現を見直すことについ

ては、相当数の生徒ができています。 

・問題８一   ：平均正答率 85.0％（三重県 80.8％、全国 81.9％） 

          無解答率     0％（三重県  0.5％、全国 0.6％） 

文章の表現の仕方について自分の考えをもつことについては、相当

数の生徒ができています。 

・問題９－３  ：平均正答率 93.3％（三重県 86.7％、全国 85.4％） 

      文章に即して漢字「店をいとなむ」を正しく書くことについては、

相当数の生徒ができています。 

・問題９二１  ：平均正答率 100％（三重県 98.4％、全国 98.7％） 

          無解答率    0％（三重県  1.1％、全国  0.9％） 

文脈に即して漢字「覚悟を決める」を正しく読むことについては、

相当数の生徒ができています。 

 ・問題９三ア  ：平均正答率 86.7％（三重県 76.4％、全国 76.9％） 

          無解答率     0％（三重県  0.6％、全国  0.7％） 

語句の意味を理解し、「えりを正して話を聞く」を文脈の中で適切に

使うことについては、相当数の生徒ができています。 

 

  ○弱み 

・問題７一   ：平均正答率 48.3％（三重県 51.0％、全国 54.0％） 

  相手に分かりやすいように語句を選択して話すことに課題がありま 

す。 

・問題９－１  ：平均正答率 66.7％（三重県 69.6％、全国 62.8％） 

無解答率  11.7％（三重県 10.9％、全国 15.8％） 

  文脈に即して漢字「規模」（キボ）を正しく書くことに課題がありま

す。 

・問題９五   ：平均正答率 35.0％（三重県 34.2％、全国 35.8％） 

無解答率  10.0％（三重県 11.5％、全国 13.1％） 

事象や行為などを表す多様な語句について理解することに課題があ

ります。 

・問題９六１  ：平均正答率 36.7％（三重県 48.6％、全国 49.6％） 

  楷書と行書の違いを理解することに課題があります。 
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＜中学校国語Ｂ＞ 

○強み 

・問題１一   ：平均正答率 85.0％（三重県 82.6％、全国 84.1％）    

          無解答率     0％（三重県  0.1％、全国  0.1％） 

登場人物の言動の意味を考え、内容を理解することについては、相

当数の生徒ができています。 

・問題１二   ：平均正答率 88.3％（三重県 83.3％、全国 84.1％） 

場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み、内容を理解する

ことについては、相当数の生徒ができています。 

・問題２一   ：平均正答率 85.0％（三重県 84.0％、全国 85.4％） 

          無解答率   0％（三重県  0.2％、全国  0.2％） 

目的に応じて、資料を効果的に活用して話すことについては、相当

数の生徒ができています。 

 

○弱み 

・問題１三   ：平均正答率 45.0％（三重県 38.2％、全国 41.4％） 

：無解答率   13.3％（三重県 14.4％、全国 14.3％） 

   表現の仕方について捉え、与えられた条件に即して自分の考えを具

体的に書くことに課題があります。 

本設問は、比喩を用いた表現に着目し，感じたことや考えたことを

書くものですが、与えられた条件の全てを満たして解答することにつ

いて相当数の生徒ができていません。 

また、無解答率が高いことにも着目していく必要があります。 

 

■全体の傾向から見られる課題への対応 

① 相手や場を意識して話す指導の工夫 

○相手や場を意識して話す力を身に付けるために、相手に分かりやすい

語句を選択して話すように指導する必要があります。例えば、インタビ

ューのリハーサルの場面で、引き出したい情報を引き出すことができた

のか、相手に分かりやすい語句を選んで話すことができたのかなどの観

点から尋ね方を振り返り、実際のインタビューにいかすなどの学習活動

を行うことが考えられます。 

  ② 事象や行為などを表す多様な語句を生活の中の様々な場面や状況に応 

じて、適切に使う学習の充実 
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   ○学校生活の中での話し合いなど、具体的な場面を取り上げ、その場の

状況に応じた適切な言葉について考えたり調べたりするなどの学習活動

が有効です。 

   〇漢語などを用いて短い単語で表す方がよいのか、文や文章を用いて丁

寧に表す方がよいのかなど、目的や場面を考えさせるなどの学習活動を

行うことが大切です。 

  ③ 楷書と行書のそれぞれの特徴を踏まえた指導の充実 

○行書の特徴を理解して書く力を身に付けるために、「点画の連続」や「点

画の省略」、「筆順の変化」などの行書の特徴を表す言葉に留意し、それ

ぞれどのような書き方なのかを理解した上で文字を書くように指導する

必要があります。 

④ 漢字を書くことの指導における、字体、字形、音訓、意味や用法など

の知識の習得と文脈に即して漢字の読み方と意味とも関連させて理解さ

せる指導の充実 

⑤ 文章を読んで、感じたことや考えたことなどについての交流を通して、

自分のものの見方や考え方を広げたり、読書の楽しさを味わったりする

学習活動の充実 

 ○印象に残った場面や描写を取り上げ、なぜその場面や描写が印象に残

ったのかを具体的に説明するなどの学習活動を行うことが大切です。 

    具体的には、新聞やインターネットの書評、本のポップなどを取り上

げ、そこに書かれたものの見方や考え方と自分の見方や考え方とを対比

させて新しい考え方を知ったり、自分の考えを再構築したりするなどの

学習活動が考えられます。 

 

＜中学校数学Ａ＞ 

  ○強み 

・問題１（４）：平均正答率 93.3％（三重県 90.7％、全国 89.4％） 

     実生活の場面において、ある数量が正の数と負の数で表されること

については、相当数の生徒が理解しています。 

・問題２（２）：平均正答率 80.0％（三重県 76.1％、全国 75.4％） 

     与えられた文字式の意味を、具体的な事象の中で読み取ることにつ

いては、相当数の生徒ができています。 

・問題４（２）：平均正答率 93.3％（三重県 90.8％、全国 90.6％） 

     平行移動した図形をかくことについては、相当数の生徒ができてい
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ます。 

・問題７（１）：平均正答率 83.3％（三重県 80.8％、全国 78.6％） 

     証明の根拠として用いられている三角形の合同条件については、相

当数の生徒が理解しています。 

・問題 10（１）：平均正答率 86.7％（三重県 86.1％、全国 84.6％） 

         無解答率  10.0％（三重県  5.9％、全国  7.3％） 

 与えられた比例の式について、ⅹの値に対応するｙの値を求めるこ

とについては、相当数の生徒ができています。しかし、無解答率に着

目する必要があります。比例の関係を表す式に数を代入し、対応する

値を求めることができない生徒もいると考えられます。 

・問題 15（２）：平均正答率 80.0％（三重県 78.0％、全国 78.3％） 

     簡単な場合について、確率を求めることについては、相当数の生徒

ができています。 

 

○弱み 

・問題２（４）：無解答率 10.0％（三重県 7.1％、全国  8.8％）   

  等式を目的に応じて変形することに課題があります。 

・問題３（１）：無解答率 11.7％（三重県 5.8％、全国 6.4％） 

    簡単な一元一次方程式を解くことに課題があります。 

・問題３（２）：平均正答率 46.7％（三重県 54.3％、全国 52.8％） 

        無解答率   11.7％（三重県 14.7％、全国  16.6％） 

具体的な場面で、一元一次方程式をつくることに課題があります。 

・問題３（４）：無解答率 15.0％（三重県 11.8％、全国  14.9％）  

  簡単な二元一次方程式を解くことに課題があります。 

・問題４（３）：平均正答率 21.7％（三重県 28.4％、全国 30.7％） 

無解答率   11.7％（三重県 17.9％、全国  19.7％）  

  扇形の弧の長さを求めることに課題があります。 

・問題６（１）：平均正答率 35.0％（三重県 45.0％、全国 43.1％）  

  錯角の意味を理解することに課題があります。 

・問題９   ：平均正答率 35.0％（三重県 19.0％、全国 20.6％） 

無解答率   13.3％（三重県 19.0％、全国  20.6％）  

  関数の意味を理解することに課題があります。 

・問題 10（３）：平均正答率 20.0％（三重県 36.9％、全国 34.4％） 

無解答率  18.3％（三重県 17.9％、全国  20.8％）  
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  与えられた反比例の表において、比例定数の意味を理解することに

課題があります。 

・問題 11（１）：無解答率 11.7％（三重県 8.0％、全国  10.1％）  

  与えられた一次関数のグラフの傾きと切片の値を基に、ⅹとｙの関 

係をｙ＝aⅹ＋ｂの式で表すことができることに課題があります。 

・問題 14（１）：平均正答率 36.7％（三重県 29.4％、全国 28.6％） 

  資料の範囲の意味を理解することに課題があります。 

・問題 14（２）：平均正答率 48.3％（三重県 47.8％、全国 45.5％） 

無解答率  13.3％（三重県 13.5％、全国  15.0％）  

  与えられた度数分布表について、ある階級の相対度数を求めること 

に課題があります。 

 

＜中学校数学Ｂ＞ 

  ○強み 

   ・問題３（１）：平均正答率 91.7％（三重県 90.1％、全国 90.8％） 

     与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることにつ

いては、相当数の生徒ができています。 

・問題５（１）：平均正答率 83.3％（三重県 79.6％、全国 79.3％） 

     資料から必要な情報を適切に読み取ることについては、相当数の生

徒ができています。 

 

○弱み 

・問題１（２）：平均正答率 11.7％（三重県 12.9％、全国 14.0％）  

無解答率   10.0％（三重県 16.8％、全国  17.7％）  

２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え、数学的な表現を用い 

て説明することに課題があります。本設問は、四角形ＡＢＣＤの模様

が１回の回転移動によって四角形ＧＢＥＦの模様に重なるとき、どの

ような回転移動になるかを説明するものですが、誤答については、解

答類型５の反応率が 23.3％、解答類型８の反応率が 35.0％であり、回

転の中心の位置は捉えることができているが、回転の方向や回転角の

大きさについて捉えることができなかったり、辺ＡＢが辺ＥＢに重な

ると捉えていたりしたと考えられます。 

また、無解答率が高いことにも着目していく必要があります。 
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・問題２（２）：平均正答率 40.0％（三重県 41.4％、全国 44.1％） 

無解答率   10.0％（三重県  7.7％、全国   8.3％） 

  与えられた説明の筋道を読み取り、事象を数学的に表現することに 

課題があります。 

・問題２（３）：平均正答率 15.0％（三重県 13.2％、全国 14.5％） 

無解答率   18.3％（三重県 22.7％、全国 23.4％）  

  事象と式の対応を的確に捉え、事柄が成り立つ理由を筋道立てて説 

明することに課題があります。本設問は、六角形を n 個つくるのに必 

要なストローの本数を、６＋５（n－１）という式で求めることができ 

る理由を説明するものですが、誤答である解答類型９の反応率は 60．0 

％で、囲まれていないストローの本数は捉えることができても、囲み 

の個数を捉えることができなかったり、六角形の個数とストローの本 

数を混同したりしたものと考えられます。 

また、無解答率が高いことにも着目していく必要があります。 

 平成 25 年度調査で類題（全国平均正答率 25.3％）が出題されていま 

すが、引き続き課題があると考えられます。 

・問題３（２）：平均正答率 21.7％（三重県 18.8％、全国 18.4％） 

無解答率   26.7％（三重県 32.3％、全国 33.4％）  

   事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに 

課題があります。本設問は、与えられた表やグラフを用いて、貯水量 

が 1500 万㎥になるまでに５月 31 日から経過した日数を求める方法を 

説明するものですが、誤答である解答類型８の反応率は 21.7％で、表 

や数値の用い方として、変化の割合を用いて値を求めることを表現す 

ることができなかったと考えられます。 

 また、無解答率が高いことにも着目していく必要があります。 

平成 25 年度調査において類題（全国正答率 32.6％）が出題されてお

り、引き続き課題があると考えられます。 

・問題３（３）：平均正答率 38.3％（三重県 41.8％、全国 43.2％） 

無解答率   16.7％（三重県 16.2％、全国 17.5％） 

   数学的な表現を事象に即して解釈し、的確に処理することに課題が 

あります。 

・問題４（１）：平均正答率 48.3％（三重県 46.1％、全国 44.1％）   

               無解答率   18.3％（三重県 17.1％、全国 20.3％） 

  筋道を立てて考え、証明することに課題があります。  
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・問題５（２）：平均正答率 31.7％（三重県 50.4％、全国 50.3％）  

与えられた情報から必要な情報を選択し、事象に即して解釈するこ 

とに課題があります。  

誤答については、「ア 平均値」を選択した解答類型１の反応率が 

38.3％、「ウ 最頻値」を選択した解答類型３の反応率が 21.7％でした。 

これらの中には、分布の形や目的によって平均値、中央値、最頻値を 

使い分けることができなかったり、それらの意味を混同して捉えてい 

たりする生徒がいると考えられます。 

・問題５（３）：平均正答率 11.7％（三重県 16.3％、全国 17.6％）   

               無解答率   28.3％（三重県 29.8％、全国 31.2％）   

 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明 

することについて課題があります。 

 本設問は、「420 分未満より 420 分以上の女子の方が、合計点が高い 

傾向にある」と主張できる理由を、グラフの特徴を基に説明するもの 

ですが、誤答である解答類型９の反応率は 53.3％で、その具体的な例 

としては、２つの度数分布多角形の特徴を比較する際に、横軸ではな 

く縦軸に着目したと考えられます。また、度数分布多角形の形状に着 

目せずに、ある点のみを比較している場合も考えられます。 

無解答率が高いことにも着目していく必要があります。 

■全体の傾向から見られる課題への対応 

① 数量の関係や法則などを文字式で表すことやその文字式から関係を読

み取る活動の重視 

○等式の変形は、方程式を解いたり、二元一次方程式を考察したりする

際に必要であることから、等式の変形を確実にできるように指導するこ

とが大切です。 

○方程式を解く過程やその結果を確認する場面を設定し、等式の性質を

基にして、一元一次方程式を解くことが確実にできるように指導するこ

とが大切です。また、問題解決の場面で数量の関係を捉え、一元一次方

程式をつくることができるように指導することも大切です。 

○連立二元一次方程式を解く場面において、２つの文字のうち一方の文  

字を消去して一元一次方程式に帰着すればよいという考え方を理解し、 

加減法や代入法を用いて工夫して解くことができるように指導すること

が大切です。 

② 図形の考察を通して、辺や角についての位置関係を捉える活動の重視 
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○実際に平面上に図形をかいたり、コンピュータを利用して示したりし

ながら視覚的に捉え、角の位置関係について確認したり、検討したりす

る活動を重視することが大切です。例えば、扇形の弧の長さや面積が中

心角の大きさに比例することを用いて、それらを求めたり、扇形を円の

一部として捉え、扇形の弧の長さや面積を求めたりすることができるよ

うに指導することも大切です。 

○２直線に１直線が交わってできる角の位置関係について理解できるよ 

うに指導することが大切です。 

③ ２つの数量の関係に関数関係を見いだし、変化や対応の様子を表現す

る活動の重視  

○具体的な事象における２つの数量について一方の値を決めれば、他方

の値がただ１つ決まる関係を確認する活動を重視することが大切です。 

○比例、反比例の比例定数の意味を理解できるように指導することが大 

切です。 

 ○さらに、その２つの数量について変化や対応の様子を表・式・グラフ

を用いて、それらを関連付けて考察することを通して、どのような関数

になりそうか検討し、関数関係を判断する活動も大切です。 

④ 代表値の必要性や意味を理解するために資料を整理した表などから代

表値を求める活動の重視 

○資料の散らばりの程度を捉える活動を行う際に、資料の最大値から最

小値をひいた値を求めた上で、資料の範囲の意味を理解できるように指

導することが大切です。 

○相対度数の必要性と意味を理解できるように指導することが大切です。 

⑤ 見いだした事柄や事実について数学的に表現すべき部分を明確にして

説明する活動の充実 

○日常的な事象において、前提とそれによって説明される結論の両方を

説明する場面を設定し、数量や図形に着目して見いだした事象の特徴を

数学的に表現できる学習活動を取り入れることが大切です。 

○結論を導くためには何がわかればよいかを明らかにしたり、与えられ

た条件を整理したり、着目すべき性質や関係を見いだし、事柄が成り立

つ理由を筋道立てて考えたりする活動を取り入れ、証明できるように指

導することが大切です。 

⑥ 事象と式の対応を捉え、事柄が成り立つ理由を説明する活動の充実 

○数量の関係や法則などを事象に即して解釈し、説明の筋道を立てて考
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え、式に表すことができる学習活動を取り入れることが大切です。 

○さらに問題解決において用いた式を事象に即して捉え直す活動を取り

入れ、式を事象に即して解釈できるよう指導することが大切です。 

⑦ 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明す

る活動の充実  

○事柄が成り立つ理由を事象に即して説明できる学習活動を取り入れる

ことが大切です。その際、事柄の意味を事象に即して読み取り、読み取

った意味に基づいて、根拠を明確にすることを大切にします。例えば、

目的に応じて収集した資料を度数分布表やヒストグラムに表して資料の

分布の様子を捉えた上で、資料の傾向を表す代表値を検討し、それを基

に資料の傾向を判断できる学習活動を取り入れることが考えられます。 
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２ 質問紙調査（児童生徒・学校）に関する調査の分析結果 
 
（１）「みえの学力向上県民運動」における指標に関連する項目の回答状況 

※ 平成２９年度全国学力・学習状況調査の質問紙調査（児童生徒用・学校用）の中から、 

「みえの学力向上県民運動」における指標に関連する項目を掲載しています。 

 

※ 各欄の（ ）内の数値は全国の割合との差を、＜ ＞内の数値は三重県の割合との差を示します。 

※ 表中のＡ・Ｃは「全国との差」を表し、Ａは「全国平均を上回っている」、Ｃは「全国平均を下回っている」 

を表す。 

※ 表中の＋・－は「三重県との差」を表し、＋は「県平均を上回っている」、－は「県平均を下回っている」 

を表す。 

※ 表中の○は、上記に示した「Ａ・Ｃ」及び「＋・－」の数値が±５ポイント以上離れていることを表す。 

※ ①、②、④、⑱、㉔の値は、それぞれの質問紙回答割合の平均です。 

（児童生徒） 

 
質       問   内   容 大紀町 

全国・県

との差 三重県 全国 

① 

◆ 子どもたちの基本的生活習慣の状況 
質問番号（児生 1）朝食を毎日食べている 
質問番号（児生 2）毎日、同じくらいの時刻に寝ている 
質問番号（児生 3）毎日、同じくらいの時刻に起きている 
（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

89.3 
(+0.5) 
<+0.7> 

       
 ＋ 
Ａ 88.6(-0.2) 88.8 

② 

◆ 子どもたちの自尊感情の状況 
質問番号(児生 4) ものごとを最後までやり遂げて、うれしか
ったことがある 
質問番号(児生 5) 難しいことでも､失敗を恐れないで挑戦し
ている 
質問番号(児生 6) 自分には、よいところがあると思う 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

79.1 
(-4.3) 
<-4.4> 

 
 － 

 
Ｃ 

83.5(+0.1) 83.4 

③ 

◆ 将来の夢や目標を持っている 
質問番号(児生 10) 将来の夢や目標を持っている 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

75.9 
(-10) 

 <-8.5> 

 － 
Ｃ 

84.4(-1.5) 85.9 

④ 

◆ 平日のテレビ、テレビゲーム等の使用 
質問番号（児生 12) 普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら
いの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり、聞いたりします
か（テレビゲームをする時間は除く）（３時間以上） 
質問番号（児生 13）普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら
いの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲー
ム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしま
すか 
（３時間以上） 

32.7 
(+7.5) 
 <+6.1> 

 
  

 － 
 

Ｃ 26.6(+1.4) 25.2 

⑤ 

◆ 平日のスマホ、メール、インターネットの使用 
質問番号（児生 14）普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら
いの時間、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インタ
ーネットをしますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲー
ムをする時間は除く）（３時間以上） 

16.2 
(+9.2) 
<+8.3> 

 － 
 

Ｃ 7.9(+0.9) 7.0 

⑥ 

◆ 平日の学習時間 
質問番号（児生15）学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、
１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか（学習塾で勉強し
ている時間や家庭教師に教わっている時間も含む）（１時間以
上） 

58.4 
(-6) 

 <-3.2> 

 － 
 

Ｃ 61.6(-2.8) 64.4 
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⑦ 

◆ 休みの日の学習時間 
質問番号（児生16）土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１
日当たりどれくらいの時間、勉強しますか（学習塾で勉強して
いる時間や家庭教師に教わっている時間も含む）（１時間以上） 

52.9 
(-4.4) 
<+5> 

  ＋ 
 

Ｃ 47.9(-9.4) 57.3 

⑧ 

◆ 授業時間以外に読書をする 
質問番号（児生18）学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、
１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか（教科書や参考
書、漫画や雑誌は除く）（普段１０分以上） 

67.8 
(+4.5) 
 <+6> 

  ＋ 
 

Ａ 61.8(-1.5) 63.3 

⑨ 

◆ 家の人と学校での出来事について話をする 
質問番号（児 24 生 26）家の人と学校での出来事について話を
しますか 
（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

74.1 
(-4) 

 <-3.5> 

 － 
 

Ｃ  77.6(-0.5) 78.1 

⑩ 

◆ 家で、自分で計画を立てて勉強している 
質問番号（児 29 生 31）家で、自分で計画を立てて勉強してい
る 
（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

59.4 
(-5.1) 
 <-3.4> 

  － 
Ｃ 

62.8(-1.7) 64.5 

⑪ 
◆ 家で、学校の授業の復習をしている 
質問番号（児 32 生 34）家で、学校の授業の復習をしている 
（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

48.5 
(-5.3) 
<-2.6> 

  － 
Ｃ 51.1(-2.7) 53.8 

⑫ 
◆ 学校に行くのが楽しい 
質問番号（児33生35）学校に行くのは楽しいと思う 
（「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

76.0 
(-10.3)  
<-11.1> 

  － 
Ｃ 87.1(+0.8) 86.3 

⑬ 

◆ 先生はあなたのよいところを認めてくれている 
質問番号（児38生40）先生は、あなたのよいところを認めてく
れていると思う 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

85.8 
(-0.2) 
 <-1.4> 

 － 
 

 Ｃ 87.2(+1.2) 86.0 

⑭ 

◆ 先生は、間違えたところなどを分かるまで教えてくれる 
質問番号（児39生41）先生は、授業やテストで間違えたところ
や、理解していないところについて、分かるまで教えてくれる 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

89.1 
(+4) 

 <+1.4> 

 ＋ 
 

 Ａ 87.7(+2.6) 85.1 

⑮ 

◆ 地域の行事に参加している 
質問番号（児40生42）今住んでいる地域の行事に参加している 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

68.7 
(+6.1) 
 <+0.4> 

  ＋ 
Ａ 

68.3(+5.7) 62.6 

⑯ 

◆ 地域や社会で起こっている問題に関心がある 
質問番号（児41生43）地域や社会で起こっている問題や出来事
に関心がある 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

64.9 
(+1) 

 <+2.9> 

 ＋ 
 

 Ａ 62.0(-1.9) 63.9 

⑰ 
◆ 地域社会などでボランティア活動に参加 
質問番号（児43生45）地域社会などでボランティア活動に参加
したことがある（「参加したことがある」と回答した割合） 

60.8 
(+25.4) 
<+30.5> 

  ＋ 
Ａ 30.3(-5.1) 35.4 

⑱ 

◆ 子どもたちの規範意識の状況 
質問番号(児 49 生 51) 学校のきまりを守っている 
質問番号(児 52 生 54) いじめは、どんな理由があってもいけな
いことだと思う 
質問番号(児 53 生 55) 人の役に立つ人間になりたいと思う 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

94.8 
(+1.1) 
<+0.8> 

 
  ＋ 

 
Ａ 94.0(+0.3) 93.7 

⑲ 

◆ 授業で主体的・協働的に学習に取り組んでいる 
質問番号(児 58 生 60) 授業では、学級やグループの中で自分
たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合い
ながら整理して、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと
思う 
（「当てはまる」「どちらかといえば､当てはまる」と回答した
割合） 

63.0 
(-12.1) 
<-9.8> 

  － 
 

Ｃ 
72.8(-2.3) 75.1 
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⑳ 

◆「目標（めあて・ねらい）」の提示 
質問番号（児 61 生 63）授業の中で目標（めあて・ねらい）が
示されていたと思う 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

85.5 
(-2.7) 
 <-3.9> 

  － 
 

Ｃ 89.4(+1.2) 88.2 

㉑ 

◆「振り返る活動」の設定 
質問番号（児 62 生 64）授業の最後に学習内容を振り返る活動
をよく行っていたと思う 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

80.4 
(+4.2)  
<+1.6> 

  ＋ 
 

Ａ 78.8(+2.6) 76.2 

㉒ 

◆ 国語の授業の内容がよく分かる 
質問番号(児 71 生 73) 国語の授業の内容はよく分かる 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

77.4 
(-4.8) 
 <-6> 

  － 
Ｃ 

83.4(+1.2) 82.2 

㉓ 

◆ 算数（数学）の授業の内容がよく分かる 
質問番号(児 80 生 82) 算数（数学）の授業の内容はよく分か
る 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

73.1 
(-7.5) 

 <-10.2> 

  － 
Ｃ 

83.3(+2.7) 80.6 

㉔ 

◆ 学習したことが将来役に立つ 
質問番号(児 73 生 75) 国語の授業で学習したことは、将来、社
会に出たときに役に立つ 
質問番号(児 84 生 86) 算数・数学の授業で学習したことは、普
段の生活や社会に出たときに役に立つ 
（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
割合） 

77.8 
(-10.7) 
 <-11.2> 

  － 
 

Ｃ 
89.0(+0.5) 88.5 

(学校) 

㉕ 

◆ 前年度に、図書館資料を活用した授業を計画的に実施 
質問番号（学校22）図書館資料を活用した授業を計画的に行い
ましたか 
（「学期に数回以上行った」と回答した割合） 

小：100 
中：0 

82.8(-1.1) 83.9 

㉖ 

◆ 放課後を利用した補充的な学習サポートを実施 
質問番号（学校23）放課後を利用した補充的な学習サポートを
実施しましたか 
（「週に４回以上行った」「週に２～３回行った」と回答した割
合） 

小：25 
中：0 

25.6(+6.6) 19.0 

㉗ 

◆「目標（めあて・ねらい）」の提示 
質問番号（学校 33）授業の中で目標（めあて・ねらい）を児童
（生徒）に示す活動を計画的に取り入れた 
（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

小：100 
中：100 

98.8(-0.2) 99.0 

㉘ 

◆「振り返る活動」の設定 
質問番号（学校 34）授業の最後に学習したことを振り返る活動
を計画的に取り入れた 
（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

小：100 
中：100 

95.3(-0.1) 95.4 

㉙ 

◆ 子どもたち一人ひとりのよい点や可能性を見つけ積極的
に評価 
質問番号（学校51）学校生活の中で、子どもたち一人ひとりの
よい点や可能性を見付け、子どもに伝えるなど積極的に評価し
た 
（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

小：100 
中：100 

98.1(+0.7) 97.4 

㉚ 

◆ 全国学力・学習状況調査や独自調査等の結果を改善に活用 
質問番号（学校56）平成28年度全国学力・学習状況調査の自校
の分析結果について、調査対象学年・教科だけではなく、学校
全体で教育活動を改善するために活用した 
（「よく行った」「行った」と回答した割合） 

小：100 
中：100 

98.8(+2.3) 96.6 

㉛ 

◆ 地域等の人材を招聘した授業等の実施 
質問番号（小80、中79）地域の人材を外部講師として招聘した
授業 
（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

小：75 
中：50 

90.4(+6.2) 84.2 
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（２）児童生徒質問紙調査の分析 

 

＜生活習慣・学習習慣＞ 

平日のテレビの視聴時間、スマートフォン等の使用時間や家での学習習慣（学習時間、復習等）について、

引き続き課題が見られます。スマートフォン等の適切な使用、学習習慣等について、家庭で話し合ってルー

ルを作ることなどが大切です。発達段階も踏まえ、例えば、生徒会が中心となって、スマホ等のルールづく

りを行い、啓発を行っている中学校もあります。                         

テレビ等の視聴時間やスマートフォン等の使用時間は、家庭での学習時間にも影響していると考えられ、

平均正答率との関連も見られます。使用時間が短いほど、全ての教科の平均正答率は高い傾向にあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜基本的生活習慣＞ 

小学校では、「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」と肯定的に回答した児童ほど、各教科の平均正答率

も高くなる傾向が見られます。発達段階に応じた適切な就寝時刻など、規則的な生活習慣の確立が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉜ 

◆ 校長の授業の見回りを実施 
質問番号(小 111 中 109) あなた（校長）は、校内の授業をど
の程度見て回っていますか 
（「ほぼ毎日」「週に２～３日程度」と回答した割合） 

小：100 
中：100 

96.6(+2.1) 94.5 
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＜地域との関わり＞ 

児童生徒の地域行事への参加は引き続き高い傾向にあります。また、地域社会などでのボランティア活動

への参加率も高く、全国と比べても２０ポイント以上高いです。同様に、ＰＴＡや地域の人などの学校の諸

活動へのボランティア参加も高いです。 

今後も、多くの多様な大人が主体的・積極的に学校や地域の子ども達に関わっていくような質の高まりが

重要です。 

 

＜規範意識＞ 

中学校では、「学校のきまりを守っている」「友達との約束を守っている」など規範意識に関する項目で

肯定的な回答をした生徒ほど、教科を問わず平均正答率が高くなっています。論理的に考え、相手の言葉を

受け止め、伝え合う言葉を持つことが規範意識にも影響していると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自尊感情・自己肯定感＞ 

「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答した児童生徒ほど、平均正答率が高い傾向にあります。また、

全国的な傾向として、「先生は、よいところを認めてくれていると思う」と肯定的に回答した児童生徒ほど、

平均正答率が高くなっています。 

しかし、本町では、「学校に行くのは楽しいと思う」と肯定的に回答した児童生徒の割合が、全国及び県

平均をかなり下回っています。小中学校とも、「学校は子どもたち一人ひとりを積極的に評価している」と

回答しているものの、中学校では、「先生は、よいところを認めてくれていると思う」と肯定的に回答して

いる生徒の割合が全国及び県平均より低いです。 

学校の取組、適切な評価が児童生徒の自己肯定感を高めるとともに、最後までやり遂げる経験をさせるこ

とで達成感や「やる気」を育てていきます。引き続き、児童生徒一人ひとりのよい点や可能性を見つけ、積

極的に評価していくことが大切です。 
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80

中国Ａ 中国Ｂ 中数Ａ 中数Ｂ

(%) 【規範意識と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

［児童生徒］学校に行くのは楽しいと思いますか 

0
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40
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80

中国A 中国B 中数A 中数B

(%) 【生徒（35）と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

0
20
40
60
80

小国A 小国B 小算A 小算B

(%) 【児童（33）と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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［児童生徒］先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 

0
20
40
60
80

中国A 中国B 中数A 中数B

(%) 【生徒（40）と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

0
20
40
60
80

小国A 小国B 小算A 小算B

(%) 【児童（32）と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

［児童生徒］先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教え

てくれますか 

0
20
40
60
80

中国A 中国B 中数A 中数B

(%) 【生徒（41）と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

0
20
40
60
80

小国A 小国B 小算A 小算B

(%) 【児童（39）と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

［児童生徒］ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか 
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60
80

中国A 中国B 中数A 中数B

(%) 【生徒（4）と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

0
20
40
60
80

小国A 小国B 小算A 小算B

(%) 【児童（4）と各教科の平均正答率との関連】

当てはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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（３）学校質問紙調査の分析 

 

＜キャリア教育＞ 

三重県では、小中学校ともに、地域等の人材を招へいした授業等の実施が進められています。日頃からキ

ャリア教育の視点を持ち、教育活動全般で取り組むことで、「学習したことが将来、役に立つ」という意識

向上につなげることができます。また、そのような意識と平均正答率との関連も見られます。 

本町においては、「学習したことが将来、役に立つ」と肯定的な回答をした児童生徒の割合が県平均を下

回っています。しかし、国語において「学習したことが将来、役に立つ」と肯定的な回答をした児童生徒ほ

ど平均正答率は高い傾向が見られることから、今後は、教育活動全般においてキャリア教育の視点を持ち、

子どもたちが学校での学習と自分の将来との関係に意義を見いだし学ぶ意欲を高めるとともに、将来就きた

い職業について考え夢や目標を持てるよう、取り組むことが大切です。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

［学校］(小 80、中 79)  

◆ 地域の人材を外部講師として招聘した授業 

（「よく行った」「行った」と回答した割合） 
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(%)

児童生徒質問紙と各教科の平均正答率との関連 

 
［児童生徒］(73)(75) 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 
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(%)

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない あてはまらない

【児童(73)と各教科の平均正答率との関連】 
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(%)

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない あてはまらない

【生徒(75)と各教科の平均正答率との関連】 

［児童生徒］(小 73・84、中 75・86)  

◆ 学習したことが将来、役に立つ 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 
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本
町

三
重
県

全
　
国

本
町

三
重
県

全
　
国

週１回以上 75.0 17.1 17.4 よくしている 0.0 17.1 20.2

月１回以上 0.0 26.7 27.5
どちらかとい
えば、してい
る

50.0 70.8 66.5

学期に１回以
上

25.0 41.9 40.6
あまりしてい
ない

50.0 11.5 13.1

ほとんど、ま
たは、全く
行っていない

0.0 13.8 14.4
全くしていな
い

0.0 0.0 0.1

週１回以上 100.0 30.9 29.0 よく行った 0.0 28.7 24.9

月１回以上 0.0 26.1 26.4
どちらかとい
えば、行った

25.0 47.2 40.7

学期に１回以
上

0.0 26.4 28.9
あまり行って
いない

50.0 16.9 23.7

ほとんど、ま
たは、全く
行っていない

0.0 15.7 15.7
全く行ってい
ない

25.0 6.5 10.5

よく行った 0.0 19.9 18.0 よく行った 0.0 19.9 18.5

どちらかとい
えば、行った

100.0 60.4 61.1
どちらかとい
えば、行った

0.0 26.1 31.4

あまり行って
いない

0.0 17.7 19.5
あまり行って
いない

0.0 26.4 27.9

全く行ってい
ない

0.0 1.1 1.4
全く行ってい
ない

100.0 27.0 22.2

よく行った 0.0 7.0 6.1
よく参加して
くれる

0.0 45.5 51.0

どちらかとい
えば、行った

75.0 52.8 46.6
参加してくれ
る

50.0 41.6 37.7

あまり行って
いない

25.0 37.6 45.0
あまり参加し
てくれない

0.0 2.8 2.5

全く行ってい
ない

0.0 1.7 2.2
学校支援ボラ
ンティアの仕
組みがない

50.0 9.8 8.8

よく行った 0.0 19.7 16.9 よくしている 25.0 32.3 36.7

どちらかとい
えば、行った

100.0 61.5 58.7
どちらかとい
えば、してい
る

25.0 53.4 48.8

あまり行って
いない

0.0 18.3 23.2
あまりしてい
ない

50.0 13.8 14.1

全く行ってい
ない

0.0 0.0 1.1
全くしていな
い

0.0 0.3 0.4

(参考資料）

(102)個々の教員が，自
らの専門性を高めてい
こうとしている教科・
領域等を決めており，
校外の教員同士の授業
研究の場に定期的・継
続的に参加しています
か

（１）小学校

※本町と全国とで、平均回答率に
大きく差があるものの中から、そ
れぞれ上位５つを選択

○今後、取組を進める必要がある項目

(53)調査対象学年の児
童に対して，前年度
に，国語の授業におい
て，コンピュータ等の
情報通信技術（パソコ
ン（タブレット端末を
含む），電子黒板，実
物投影機，プロジェク
ター，インターネット
などを指す）を活用し
た授業を行いましたか

(54)調査対象学年の児
童に対して，前年度
に，算数の授業におい
て，コンピュータ等の
情報通信技術（パソコ
ン（タブレット端末を
含む），電子黒板，実
物投影機，プロジェク
ター，インターネット
などを指す）を活用し
た授業を行いましたか

(64)調査対象学年の児
童に対する国語の指導
として，前年度まで
に，補充的な学習の指
導を行いましたか

(65)調査対象学年の児
童に対する国語の指導
として，前年度まで
に，発展的な学習の指
導を行いましたか

(28)指導計画の作成に
当たっては，各教科等
の教育内容を相互の関
係で捉え，学校の教育
目標を踏まえた横断的
な視点で，その目標の
達成に必要な教育の内
容を組織的に配列して
いますか

(77)前年度までに，近
隣等の中学校と，授業
研究を行うなど，合同
して研修を行いました
か

(81)調査対象学年の児
童に対して，前年度ま
でに，ボランティア等
による授業サポート
（補助）を行いました
か

(88)学校支援地域本部
などの学校支援ボラン
ティアの仕組みによ
り，保護者や地域の人
が学校における教育活
動や様々な活動に参加
してくれますか

○取組が進んだと考えられる項目

(83)調査対象学年の児
童に対して，前年度ま
でに，地域や社会をよ
くするために何をすべ
きかを考えさせるよう
な指導を行いましたか

学校質問紙の概要 
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本
町

三
重
県

全
　
国

本
町

三
重
県

全
　
国

よくしている 0.0 19.7 21.2 よく行った 0.0 14.6 18.8

どちらかとい
えば、してい
る

100.0 63.1 56.3
どちらかとい
えば、行った

0.0 60.5 56.3

あまりしてい
ない

0.0 17.2 21.6
あまり行って
いない

100.0 24.2 24.3

全くしていな
い

0.0 0.0 0.9
全く行ってい
ない

0.0 0.6 0.5

年間授業のう
ち、おおよそ
3/4以上で
行った。

100.0 20.4 19.6 週１回以上 0.0 15.9 18.0

年間授業のう
ち、おおよそ
1/2以上、3/4
未満で行っ
た。

0.0 6.4 7.7 月１回以上 0.0 21.0 20.8

年間授業のう
ち、おおよそ
1/4以上、1/2
未満で行っ
た。

0.0 3.2 9.1
学期に１回以
上

100.0 36.9 32.7

年間授業のう
ち、おおよそ
1/4未満で
行った。

0.0 11.5 12.8
ほとんど、ま
たは、全く
行っていない

0.0 26.1 28.5

行っていない 0.0 58.6 50.7 よく行った 0.0 39.5 28.8

年間授業のう
ち、おおよそ
3/4以上で
行った。

100.0 16.6 15.2
どちらかとい
えば、行った

0.0 34.4 34.6

年間授業のう
ち、おおよそ
1/2以上、3/4
未満で行っ
た。

0.0 5.1 6.7
あまり行って
いない

50.0 18.5 25.6

年間授業のう
ち、おおよそ
1/4以上、1/2
未満で行っ
た。

0.0 3.8 8.9
全く行ってい
ない

50.0 7.6 11.0

年間授業のう
ち、おおよそ
1/4未満で
行った。

0.0 8.3 12.8 よく行った 0.0 26.8 19.8

行っていない 0.0 66.2 56.4
どちらかとい
えば、行った

0.0 43.9 37.0

よく行った 0.0 14.6 14.7
あまり行って
いない

50.0 23.6 30.2

どちらかとい
えば、行った

100.0 58.0 56.5
全く行ってい
ない

50.0 5.7 12.8

あまり行って
いない

0.0 26.1 27.3 よく行った 0.0 5.1 10.4

全く行ってい
ない

0.0 1.3 1.4
どちらかとい
えば、行った

0.0 21.0 21.0

よく行った 0.0 14.0 15.3
あまり行って
いない

0.0 29.9 29.0

どちらかとい
えば、行った

100.0 61.8 52.7
全く行ってい
ない

100.0 43.9 39.5

あまり行って
いない

0.0 22.9 28.8

全く行ってい
ない

0.0 1.3 3.2

(71)調査対象学年の生
徒に対する数学の指導
として，前年度まで
に，発展的な学習の指
導を行いましたか

(82)調査対象学年の生
徒に対して、前年度ま
でに、地域や社会をよ
くするために何をすべ
きかを考えさせるよう
な指導を行いましたか

(29)教育課程表（全体
計画や年間指導計画
等）について，各教科
等の教育目標や内容の
相互関連が分かるよう
に作成していますか

(41)調査対象学年の生
徒に対して，前年度ま
でに，授業において，
生徒自ら学級やグルー
プで課題を設定し，そ
の解決に向けて話し合
い，まとめ，表現する
などの学習活動を取り
入れましたか

(54)調査対象学年の生
徒に対して，前年度
に，数学の授業におい
て，コンピュータ等の
情報通信技術（パソコ
ン（タブレット端末を
含む），電子黒板，実
物投影機，プロジェク
ター，インターネット
などを指す）を活用し
た授業を行いましたか

(75)前年度までに，近
隣等の小学校と，教育
目標を共有する取組を
行いましたか

(60)調査対象学年の生
徒に対して，数学の授
業において，前年度
に，習熟の遅いグルー
プに対して尐人数によ
る指導を行い，習得で
きるようにしましたか

(61)調査対象学年の生
徒に対して，数学の授
業において，前年度
に，習熟の早いグルー
プに対して尐人数によ
る指導を行い，発展的
な内容を扱いましたか

(78)平成２８年度の全
国学力・学習状況調査
の分析結果について，
近隣等の小学校と成果
や課題を共有しました
か

(80)調査対象学年の生
徒に対して,前年度まで
に, ボランティア等に
よる授業サポート（補
助）を行いましたか

（２）中学校

○取組が進んだと考えられる項目 ○今後、取組を進める必要がある項目
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Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２9

33
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業の
中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を計画的に取
り入れましたか

75 100 100 100

34
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業の
最後に学習したことを振り返る活動を計画的に取り入
れましたか

50 75 100 100

61
5年生までに受けた授業のはじめに目標（めあて・ね
らい）が示されていたと思いますか

80.3 85.4 96.6 89.3

62
5年生までに受けた授業の最後に学習内容を振り返る
活動をよく行っていたと思いますか

50.8 74.2 75.9 80.8

33
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業の
中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を計画的に取
り入れましたか

100 100 100 100

34
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業の
最後に学習したことを振り返る活動を計画的に取り入
れましたか

100 100 100 100

63
１・２年生のときに受けた授業の中で目標（めあて・
ねらい）が示されていたと思いますか

44.7 68 81.4 81.7

64
１・２年生のときに受けた授業の最後に学習内容を振
り返る活動をよく行っていたと思いますか

50 65.3 78.7 80

Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２9

38
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業で
扱うノートに、学習の目標（めあて・ねらい）とまと
めを書くように指導しましたか

75 100 100

67
調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年
度までに、書く習慣を付ける授業を行いましたか

75 75 100 100

※肯定的な回答をした割合（％）


※肯定的な回答をした割合（％）
※網かけ部は、割合が低いほど肯定的回答○言語活動「書くこと」の取組状況について

3　質問紙調査（児童生徒・学校）の経年比較による分析結果

（１）学校の組織的な取組の観点から

小
学
校

○「目標（めあて・ねらい）を示す活動」と「振り返る活動」の取組状況について

小
学
校

中
学
校

児
童

生
徒

　「目標を示す活動」と「振り返る活動」については、昨年度に引き続き積極的に進められています。その
結果、児童生徒の意識との乖離も尐しずつ減尐してきました。引き続き、質的な向上を図っていくととも
に、「振り返る活動」については、「書く」活動に取り組ませることで、より自分の学びを自覚させ、学ん
だことを定着させることにつなげていく必要があります。
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63
５年生までに受けた授業で扱うノートには、学習の目
標（めあて・ねらい）とまとめを書いていたと思いま
すか

79.1 93.1 91.4

66

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書
くことは難しいと思いますか
※「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した
割合

73.8 79 63.8 65.9

38
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業で
扱うノートに学習の目標（めあて・ねらい）とまとめ
を書くように指導しましたか

100 100 50

67
調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年
度までに、書く習慣を付ける授業を行いましたか

100 100 100 100

65
１・２年生のときに受けた授業で扱うノートには、学
習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いていたと
思いますか

55.6 72 65

68

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書
くことは難しいと思いますか
※「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した
割合

62.5 62.5 58.7 56.7

Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２9

64
調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年
度までに、補充的な学習の指導を行いましたか

50 75 75 100

70
調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年
度までに、補充的な学習の指導を行いましたか

50 100 100 100

69 国語の勉強は好きですか 47.5 58.1 46.5 61.7

71 国語の授業の内容はよく分かりますか 72.1 95.1 86.2 83

78 算数の勉強は好きですか 47.5 62.9 74.1 74.4

80 算数の授業の内容はよく分かりますか 73.7 87.1 89.7 82.9

　昨年度に引き続き、書く習慣を付ける活動に取り組んだことに伴って、特に中学校において、「書くこ
と」への苦手意識は改善傾向にあることがうかがえます。日常的に書く活動を取り入れることによって、
「書くこと」への苦手意識を軽減していくことが大切です。

【小学校】
※肯定的な回答をした割合（％）

　
　国語・算数とも補充的な学習の指導を継続的に行ったたことに伴って、児童の学習に対する関心が高まっ
ています。さらに授業改善や個に応じた学習をすすめ、児童の理解度を高めていく必要があります。

○補充的な学習の取組状況及び個に応じた指導について

児
童

小
学
校

児
童

生
徒

中
学
校
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Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２9

64
調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年
度までに、補充的な学習の指導を行いましたか

100 100 100 50

70
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年
度までに、補充的な学習の指導を行いましたか

100 100 100 100

60
調査対象学年の生徒に対して、数学の授業において、
前年度に、習熟度の遅いグループに対して尐人数によ
る指導を行い、習得できるようにしましたか

0 50 0 100

61
調査対象学年の生徒に対して、数学の授業において、
前年度に、習熟度の早いグループに対して尐人数によ
る指導を行い、発展的な内容を扱いましたか

0 50 0 100

71 国語の勉強は好きですか 30.4 45.8 54.6 36.6

73 国語の授業の内容はよく分かりますか 67.8 65.2 74.6 71.7

80 数学の勉強は好きですか 48.2 54.2 50.7 50

82 数学の授業の内容はよく分かりますか 60.7 72.2 61.3 63.3

84
数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにい
ろいろな方法を考えますか

57.1 73.6 65.3 71.6

88
数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理
解するようにしていますか

67.8 76.4 65.4 71.6

90
今回の数学の問題について、解答を言葉や数、式を
使って説明する問題がありましたが、最後まで解答を
書こうと努力しましたか

50 56.9 49.3 73.3

　国語においては、補充な学習の指導を行っている学校の割合が減っています。また、生徒の国語に対する
意識や理解度の低下が見られました。数学においては、全ての学校において尐人数指導を行っています。ま
た、生徒の学習意欲に上昇傾向がうかがえます。引き続き、補充学習や尐人数指導等、個に応じた指導体制
の工夫を進めていくことが大切です。

【中学校】
※肯定的な回答をした割合（％）

生
徒

中
学
校
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Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２9

77
前年度までに、近隣等の中学校と、授業研究を行うな
ど、合同して研修を行いましたか

75 25

79
平成28年度の全国学力・学習状況調査の分析結果につ
いて、近隣等の中学校と成果や課題を共有しましたか

25 25

76
前年度までに、近隣等の小学校と、授業研究を行うな
ど、合同して研修を行いましたか

50 50

78
平成28年度の全国学力・学習状況調査の分析結果につ
いて、近隣等の小学校と成果や課題を共有しましたか

50 0

※肯定的な回答をした割合（％）


　小学校と中学校の連携があまりとれていません。小中合同で研修を行ったり、全国学力・学習状況調査の
分析結果について成果や課題を共有しながら、学校種間や教科間の連携を図り、９年間を見通した取組をす
すめていくことが大切です。

○小中連携の取組状況について

小
学
校

中
学
校
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Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

36
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、様々な
考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問
や指導をしましたか

75 100 100 100

37
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、発言や
活動の時間を確保して授業を進めましたか

75 75 100 100

39
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学級や
グループで話し合う活動を授業などで行いましたか

75 100 100 100

41

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業に
おいて、児童自ら学級やグループで課題を設定し、そ
の解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学
習活動を取り入れましたか

50 100 75

7
友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意で
すか

36.1 58.1 53.4 63.8

56
５年生までに受けた授業では、自分の考えを発表する
機会が与えられていたと思いますか

77.1 91.9 94.8 91.5

57
５年生までに受けた授業では、学級の友達との間で話
し合う活動をよく行っていたと思いますか

72.2 91.9 86.2 80.9

58

５年生までに受けた授業では、学級やグループの中で
自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集
め、話し合いながら整理して、発表するなどの学習活
動に取り組んでいたと思いますか

90.3 79.3 74.4

59

５年生までに受けた授業で、学級の友だちとの間で話
し合う活動では、話し合う内容を理解して、相手の考
えを最後まで聞き、自分の考えをしっかり伝えていた
と思いますか

79.3 76.6

※肯定的な回答をした割合（％）

（２）主体的・対話的で深い学びの観点から

小
学
校

【小学校】

児
童

　
  全ての学校で、日常的にグループなどで対話する場面や子どもが発言する場面を取り入れていることに
伴って、「友達の前で自分の考えや意見を発表することが得意だ」と回答している児童の割合が、平成28年
度と比べ増加傾向がうかがえます。今後は、対話の内容が期待する学習内容に関わるものになっているか、
またそれが高まりを見せるようなものになっているかを意識させていく必要があります。
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Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２9

36
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、様々な
考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問
や指導をしましたか

100 100 50 50

37
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、発言や
活動の時間を確保して授業を進めましたか

100 100 50 100

39
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学級や
グループで話し合う活動を授業などで行いましたか

100 100 100 50

41

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業に
おいて、生徒自ら学級やグループで課題を設定し、そ
の解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学
習活動を取り入れましたか

100 0 0

57

１、２年生のときに受けた授業では、先生から示され
る課題や、学級やグループの中で、自分たちで立てた
課題に対して、自ら考え、自分から取り組んでいたと
思いますか

73.4 75

58
１、２年生のときに受けた授業では、自分の考えを発
表する機会が与えられていたと思いますか

80.3 86.1 77.3 83.3

59
１、２年生のときに受けた授業では、生徒の間で話し
合う活動をよく行っていたと思いますか

64.3 70.8 74.7 68.3

60

１、２年生のときに受けた授業では、学級やグループ
の中で自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情
報を集め、話し合いながら整理して、発表するなどの
学習活動に取り組んでいたと思いますか

62.5 69.3 51.6

61

１、２年生のときに受けた授業で、生徒の間で話し合
う活動では、話し合う内容を理解して、相手の考えを
最後まで聞き、自分の考えをしっかり伝えていたと思
いますか

85.4 65

62

１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表
する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料
や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していたと
思いますか

62.6 50

※肯定的な回答をした割合（％）

学
校

生
徒

【中学校】

　個人が発表する機会は与えられていますが、有意義な話し合い活動を進めていく必要があります。話し合
う活動を通して友達の意見を聞き、自分の考えと比べたりしながら、自分の考えを上手く伝える等の活動を
充実させ、「対話的な学び」から「深い学び」へとつなげていくことが必要です。
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Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２9

95
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学
習の課題の与え方について、校内の教職員で共通理解
を図りましたか（国語／算数共通）

50 75 100 100

96
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学
習の取組として、調べたり文章を書いたりしてくる宿
題を与えましたか（国語／算数共通）

50 75 100 50

97

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学
習の取組として、児童に家庭での学習方法等を具体例
を挙げながら教えるようにしましたか（国語／算数共
通）

50 75 100 100

15

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、
１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習
塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間
も含む）
※「３０分より尐ない」「全くしない」と回答した割合

18 4.8 5.1 4.3

29 家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか 44.2 54.8 67.3 63.8

93
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学
習の課題の与え方について、校内の教職員で共通理解
を図りましたか（国語／算数共通）

100 100 100 50

94
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学
習の取組として、調べたり文章を書いたりしてくる宿
題を与えましたか（国語／算数共通）

50 100 100 50

95

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学
習の取組として、生徒に家庭での学習方法等を具体例
を挙げながら教えるようにしましたか（国語／算数共
通）

100 100 100 100

15

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、
１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習
塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間
も含む）
※「３０分より尐ない」「全くしない」と回答した割合

14.3 43 21.3 23.3

31 家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか 30.4 43.1 53.4 55

※肯定的な回答をした割合（％）
※網かけ部は、割合が低いほど肯定的回答○家庭学習の取組状況について

（３）家庭における学習習慣の観点から

中
学
校

生
徒

　小学校においては、家庭学習について校内で共通理解を図り、具体的な指導を行っている学校の割合が維
持されていることに伴い、「平日に家で３０分以上勉強をしている」と回答している児童の割合が増加傾向
にあります。中学校においては、「自分で計画を立てて勉強している」と回答した生徒の割合が増加してい
ます。しかし、「平日の学習時間」については、全国や県の平均を下回っています。さらにゲームやスマホ
等のルール作りの取組と連動させる等、家庭学習習慣を身に付けさせる取組が必要です。

児
童

小
学
校
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Ｈ２９
の質問
番号

質問事項 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２9

小
学
校

51
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学校生
活の中で、児童一人一人のよい点や可能性を見付け、
児童に伝えるなど積極的に評価しましたか

100 100 100 100

4
ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことが
ありますか

88.5 98.4 94.9 95.7

5 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか 63.9 85.5 77.6 70.2

6 自分には、よいところがあると思いますか 68.8 66.2 70.7 76.6

38
先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思
いますか

68.9 81 91.5

39
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解して
いないところについて、分かるまで教えてくれますか

91.4 91.5

中
学
校

51
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学校生
活の中で、生徒一人一人のよい点や可能性を見付け、
生徒に伝えるなど積極的に評価しましたか。

100 100 100 100

4
ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことが
ありますか

92.8 93.1 90.6 98.4

5 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか 50 76.4 73.3 66.7

6 自分には、よいところがあると思いますか 66.1 69.5 68 66.7

40
先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思
いますか。

73.2 60 80

41
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解して
いないところについて、分かるまで教えてくれますか

70.7 86.7

　平成29年度の中学校、平成26年度の小学校（同一児童生徒）の経年変化から、自尊感情・自己肯定感が高
まっていることがうかがえます。子どものよさを認め積極的に評価する等、一人ひとりを大切にした丁寧な
取組の成果であると考えられます。しかし、全国や県の平均を下回っています。引き続き一人ひとりを大切
にした教育を進め、学校と家庭・地域が連携し、子ども達の自尊感情・自己肯定感を高めていくことが大切
です。

児
童

生
徒

（４）自尊感情・自己肯定感の観点から

※肯定的な回答をした割合（％）
※網かけ部は、同一児童生徒での比較
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４ 本町における各小中学校別調査の分析結果と今後の取組み 

 

＜小学校＞ 

【生活習慣】 

・ 平日のテレビ等の視聴については、視聴時間が長いほど、全教科で平均正答率が低く

なる傾向が見られます。生活習慣等の確立に向けた取組の一つとして、例えば「ＮＯ

テレビデー」「ＮＯゲームデー」の取組を通してルールを家の人と考える等、各学校

の実態、家庭の状況に応じた工夫をします。 

児童（１３）（２１）（２２）（２３）（２６）  

  【自尊感情・自己肯定感】 

・ 子どもたちの自尊感情は全国に比べ高い傾向にあります。学校の取組や適切な教師

の評価が子どもの自己肯定感を高め、達成感や「やる気」を育てています。 

子どもたちの自尊感情の向上には、学校だけでなく家庭や地域等の多くの多様な大

人のかかわりが大切です。学校が子どもにとって安心できる場所となるよう、学校・

家庭・地域の連携が重要です。 

児童（５）（６）（３７）（３８）（３９）（７７）（８８）  

学校（４６）（５１） 

  【授業改善】 

・ 話したり聞いたりする活動を日常的に行ったことにより、友達の前で自分の考えや

意見を発表することが得意な子どもが全国に比べて多いです。今後は、目的や相手に

応じ、自分の立場を明確に説明したり、事実と感想、意見とを区別したり、結論付け

を明確にしたりしながら必要な内容を整理して書く指導を充実させます。 

児童（７）（５６）（６６）（６７）（６８）（７４）  

学校（１５）（１９）（２７）（４３）（４４）（６６）（６７）（１０７）（１０８） 

教科（国語Ｂ）１三 ２三 ３二 ３三  

・ 算数では、既習内容や考えを活用し言葉や図などを適切に用いて自分の考えを書く

ことに課題があります。今後は、自分の考えの根拠を明らかにしながら、説明したり

書いたりする活動を意図的に取り入れます。 

児童（８５）（８６）（８７） 

教科（算数Ｂ）１（３） ２（１） ３（２） ４（１） ５（２） 

・ 算数の指導として、補充的な学習指導を行ったり、実生活における事象との関連を図

った学習活動を取り入れたりすることにより、学習に対する関心・意欲・態度に改善

がみられます。また、計算練習などの反復学習を行うことにより、基礎的・基本的な

知識・技能の定着に改善がみられます。今後は、活用力を育む発展的な学習指導を充

実させます。 

児童（７８）（７９）（８０）（８１）（８２）（８３）（８４） 

学校（７０）（７１）（７２）（７３） 
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 ＜中学校＞ 

【生活習慣】 

・平日（月～金曜日）、１日当たり、テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり、聞いたりする時

間を３時間以上と回答している子どもが多いです。今後、家庭学習をする習慣を身に

付けることや、スマホ・インターネット等に関わる時間の使い方について考える機会

を設けるなど、生徒や家庭に働きかけていきます。 

    生徒（１２）（１３）（１４）  

【授業改善】 

・各教科において、授業のはじめに目標（めあて・ねらい）を示し、授業の最後に学習

内容を振り返る活動を取り入れる活動に改善が見られています。（クロス分析資料参

照）「子どもが学習の見通しをもつ」ことができる目標の提示と言語活動の適切な位置

づけ、「本時の学習が身に付き、次の学習に活用できることを子どもが認識する」こと

ができる振り返る活動を今後も改善を図りながら充実していく必要があります。また、

それらの活動が生徒自身に意識できるよう、ノートに書いてまとめる活動を大切に取

り組みます。 

 生徒（６３）（６４）（６５） 学校（３３）（３４） 

  ・生徒間で自分の考えを話し合う活動の機会が少ないようです。また、授業で学習した 

ことが将来、社会に出たときに役立つと捉えられていない生徒の姿も見られます。 

生徒間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりする機会を意図的・ 

計画的に取り入れるとともに、授業で学習したことが、普段の生活の中で活用できた

り、将来、社会に出たときに役に立つことが実感できたりするよう指導を工夫します。 

生徒（５７）（５８）（５９）（６０）（６１）（６２）（７０）（７６）（７７）（７８） 学

校（１５）（１６）（１７）（１９）（３５）（３６）（３７）（３９）（４１） 

【家庭学習】 

・学校の授業時間以外の、１日当たりの勉強時間が少なく、家で、授業の予習・復習を

したりする生徒の割合が昨年度に引き続き、低くなっています。家庭学習の課題の与

え方について教職員間で共通理解を図ったり、保護者に対して生徒の家庭学習を促す

働きかけを行ったりする取組が十分ではないようです。引き続き、家庭学習の与え方

等について校内の教職員で共通理解を図るとともに、各家庭に、家庭での過ごし方に

ついて理解を求め、ともに協力していく取組を進めていきます。 

  生徒（１５）（１６）（２３）（２４）（２５）（３１）（３２）（３３）（３４） 

 学校（８８）（９０）（９２）（９３）（９４）（９５） 

  【地域とのつながり】 

・「今住んでいる地域の行事に参加している」と回答している生徒の割合が高いです。 

今後は、授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会を

大切にしていきます。 

  生徒（４２）（４３）（４４）（４５）（４６）  

 学校（３１）（５０）（７９） 
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５ 町教育委員会及び学校による取組み 
「町の宝である子どもたち」の学力向上のために、学校、家庭、地域の連携をより一

層深め、今回の全国学力・学習状況調査結果を活用して、各校の「弱み・強み」を把握

し、授業改善に取り組んでいきます。 

 

【具体的事項】 

① 大紀町学力向上推進協議会において、小中学校連携のもと、各学校の取組みについ

て情報交換を行い、子どもたちの学力を伸ばすためのPDCAサイクルの徹底化をは

かりながら授業改善を進めます。 

② 次期学習指導要領の内容を踏まえた授業改善に向けて、校内研修等の充実を図り、

特に道徳科、外国語活動の必須化の本格実施に向けた教職員の研修を充実します。 

③ 南勢教育支援事務所や度会郡指導主事室の指導主事の学校訪問等による授業改善

に向けた授業力向上を目指します。 

④ 町独自による学校特別支援員、学校図書館運営補助員の効果的配置と活用の継続・

充実を図り、きめ細やかな指導体制を構築します。 

⑤ 児童生徒の主体的な学習意欲を高めるために、地域学習や体験活動など各種取組

みを支援します。 

⑥ 学校・家庭における読書の習慣化に向けた取り組みを進めます。 

⑦ 児童生徒が安心して学べる学習環境の整備に努めます。 
⑧ 補充授業などの機会を利用して、子どもたち一人ひとりの基礎的な学力の一層の

定着を図ります。 
⑨ みえスタディ・チェックやワークシートの活用を積極的に行い、学力の向上に努め

ます。 
⑩ 授業の目標（めあて・ねらい）、振り返り活動を取り入れ、「わかる」授業へと改善

を図ります。 
⑪ 保護者と連携し、家庭学習の重要性や基本的な生活習慣の更なる改善を図ってい

きます。 
 

６ 保護者の皆様へのお願い 
・家庭学習の重要性について、各学校においてお知らせしております。復習、予習の習慣は、

学力の定着に大きくつながります。是非、ご家庭においては、子どものノートや宿題に目

を通し、見守り、励ますなどの声かけをよろしくお願いします。 

・規則正しい生活リズムが、学力の向上に大きく影響しております。テレビやゲーム、携帯

電話及びスマートフォンを使用する時間などについて、家庭でのルールづくりを更に徹底

していただくようお願いいたします。 

・学校では、朝の読書を実施しています。読書は全ての学力の土台となるものです。是非と

も、ご家庭でも読書に親しむ環境づくりをお願いいたします。 

 

７ 地域の皆様へのお願い 
・学校では、生活や総合的な学習の時間に地域学習を実施しております。地域の人たちとの

ふれあいにより、色々なことを学んだり、身につけたりします。学校から地域の皆様方に

要請がございましたら、ご協力をよろしくお願いいたします。 


